
ユビキタス情報社会に対する人間中心設計アプローチ

1.　はじめに

1.1 ユビキタス情報社会の黎明期を迎えて

Xeroxの故Mark Weiser氏によって提案されたユビキ

タスコンピューティングは、その後各国の産官学の多く

の組織において検討され、その一部については実用化段

階に入りつつある。ただし、提案されている多くのユビキ

タス機器やサービスの中には、コンセプト段階の機器や

サービスも多く、実際に想定されるユーザに受容され、使

用されるかと言うと未知の部分が大きい。

本論では、今後、普及することが予測されているユビキ

タス機器やサービス、ユビキタス情報社会をデザインす

るために、人間中心設計[1]の考え方を取り入れる方法につ

いて検討を行った。

1.2 ライフサイクルと人間中心設計プロセス

本論では、ISO13407[1]により規定される人間中心設計

プロセス（図１）をユビキタス機器やサービスのデザイ

ンに適応することを検討した。

また、同プロセスは、ISO/IEC 15288[2]に規定されるシ

ステムライフサイクルの概念（コンセプト）、開発、製造、

利用、支援、廃棄の各ステージにおいて適応されるが、現

在提案されているようなユビキタス機器やサービスは、

製造・利用される以前の、概念ステージ、開発ステージ

にあると言える。本論では、開発の上流工程の概念ス

テージに着目し検討を行った。システムのデザインにお

けるライフサイクルを表１に示す[2]。

2.　ビジョニングプロセス

2.1 ユビキタス情報社会とビジョニング

ユビキタス機器やサービスが、あらゆる場所において

使用されるユビキタス情報社会を考えるにあたり、概念

（コンセプト）ステージが重要であることは言うまでもな

い。ここで明示される要求仕様、設計による解決策に誤り

や大きな問題があれば、開発・製造されたユビキタス機器

やサービス、ユビキタス情報社会は、ユーザに受容されな

いことが予測される。

また、よりよいユビキタス機器やサービスのコンセプ

表１ システムのライフサイクルステージと目的[2]

図１ ISO13407による人間中心設計活動プロセス[1]
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・利害関係者のニーズを特定する
・概念の探求を行う
・実現可能な解決策を提案する

開発ステージ
・要求事項をリファインする
・システムの構成要素を決定する
・システムを構築する
・システムを検証し妥当性を確認する

製造ステージ ・システムを製造する
・システムを検査しテストする

利用ステージ ・システムを運用する

支援ステージ ・満足されるシステム性能を提供する

廃棄ステージ ・システムの保管または処分
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～ 開発の上流工程において重要となるプロセス ～
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トを作成するにあたり、ユビキタス情報社会に対する明

確なビジョンが必要になると考えられる。現在、ユビキタ

スに関する多くの議論は、ユビキタスコンピューティン

グ、ICタグ、ユビキタスネットワークなど、シーズ指向

の技術的な視点から行われており、実際にこれらを使用

するユーザ視点からの発想は少ないように見受けられる。

ユーザに受容され使用されるユビキタス機器やサービス

を実現化するためには、来るべきユビキタス情報社会に

おいて、ユーザにどのような利便性や、新しい価値をもた

らすかなど、明確なビジョンを描き、これらをもとにデザ

インを行うことが必要となる。

2.2 ビジョニングプロセスと人間中心設計プロセス

図２にビジョニングプロセスと人間中心設計プロセス
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図２ ビジョニングプロセスとライフサイクルステージ・設計プロセスの関係[1][2][3]

の関係を示す。ビジョニングプロセスは、システムライフ

サイクルの各ステージと関連し、作成されたビジョンは、

各ステージに含まれる各プロセスに対する入力となる。

ユビキタス機器やサービスのデザインにおいては、特に

概念ステージとビジョニングプロセスの関係が深く、優

れたデザインを行うためにはビジョニングプロセスから

概念ステージへの連携が重要となる。

3. 概念ステージにおける人間中心設計プロセス

3.1 利用状況からのインサイト（図2:概念ステージ      ）

概念ステージでは、「利用の状況と把握と明示」のプロ

セスが重要となる。設計の対象がユビキタスに関する機器

やサービスであっても、このことに変わりはない。利用状

況を把握する方法としては、観察、フィールドワーク、エ

スノメソドロジー、文脈における質問、面接、フォーカス

グループ、質問紙法など、各種の方法を取ることができる。

ユビキタスに関する機器やサービスをデザインするに

あたり、観察、フィールドワーク、エスノメソドロジー、

文脈における質問など、ユーザの利用状況を直接観察で

きる方法が特に有効と考えられる。観察などから得られ

た質的なデータを分析し、ユーザの利用状況を分析、明示

することも重要であるが、ユーザの観察結果から、何か新

しい着眼点や気づきなど、コンセプトに結び付くインサ

イトを発見することがポイントとなる。

3.2 シナリオ・ライティング（図 2:概念ステージ          ）

ユビキタス情報社会については、数多くのコンセプト

が提案されている。よりよいデザインを行うためには上

流工程の概念ステージにおいて、受容性の評価を行うこ

とが望ましい。ただし、概念ステージでは、精緻なプロト

タイプを作成して評価を行える段階まで至っていないこ

とが多い。このような概念ステージでは、ユーザの利用状

況、利用シーン、機器やサービスの概要を、現状シナリオ

に対する解決シナリオとして記述し、想定されるユーザ

に対して受容性評価を行うことが有効である。

3.3 概念の受容性評価（図 2:概念ステージ     ）

解決シナリオを用いて、ユーザに対する受容性評価を

行う。これは、人間中心設計プロセスにおける4.「要求

事項に対する設計の評価」に対応する。

3.4 シナリオ・リライティング（図 2:概念ステージ     ）

解決シナリオを用いて評価を行うと、結果として受容

性の高低や利用シーン、利用環境などについての問題点

が明らかとなる。これら問題点については、シナリオを書

き直す（＝コンセプトの再設計）ことでよりよい概念が作

成される。

4. ユビキタス情報社会のデザインに関する課題

よりよいユビキタス情報社会を構築するにあたり、い

くつかの課題が認められる。ユーザの視点を考慮したビ

ジョニングや設計プロセス、一貫性のあるユーザインタ

フェースを構築するための仕組み、ユビキタス情報社会

における受容性やシステム評価の方法などについては、

今後の検討課題として残される。
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